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神奈川県教育委員会教育局指導部
⾼校教育課 指導主事 橋本雅史

略歴
神奈川県⽴湯河原⾼等学校（数学科、情報科（免許講習））
神奈川県教育委員会教育局指導部⾼校教育課

通信制新タイプ校開設準備担当
神奈川県⽴横浜修悠館⾼等学校
神奈川県⽴総合教育センター教育事業部教育課題研究課
神奈川県⽴平塚中等教育学校

〜 現 職 〜 【６年⽬】



神奈川県⽴学校の状況

神奈川県⽴学校 169校

⾼等学校 138校
中等教育学校 ２校
特別⽀援学校 29校



組織名 所掌 担当⼈数

〇指導部
⾼校教育課（◎）
⾼校教育企画室

〇県⽴⾼等学校・中等教育学校について
・情報教育全般
・主に学習⽤PC等の整備・調達の計画

１⼈
２⼈（予算
担当含む）

〇総務室
ICT推進G

〇教育委員会におけるインフラ全般の管理・運営
・ICT機器等の調達に関する⽀援
・校務⽤端末の整備・運⽤、ネットワーク管理

９⼈
（課⻑含む）

神奈川県教育委員会教育局の組織





クラウドサービスを使う前 クラウドサービスの利⽤

学校と⾃宅でシームレスな学習環境の実現

〇ICTを活⽤した学習は学校内で完結

〇または、USBメモリなどを持参

〇学校での学習の続きは、⾃宅で
やりづらい

〇学校からクラウドにアップロード

〇⾃宅でダウンロード、続きの学習

〇クラウドのアプリであればOSの違い
は関係なく利⽤可

クラウドサービス



⼀部の学校でクラウドサービスを利⽤ クラウドサービスの利⽤の全校展開

クラウドサービスのアカウント管理は各学校

〇教育委員会が学校ごとにアカウントを
作成・提供

〇県⽴学校の⽣徒・教員で14万⼈の
アカウント管理が必要

〇異動などの対応に課題

〇アカウント管理ツールを
各学校に提供

〇学校の状況に応じて、アカウントの
追加・削除が可能

〇持続可能な管理⽅法の確⽴

〇〇〇＠〇〇.〇〇jp
〇〇〇＠〇〇.〇〇jp
〇〇〇＠〇〇.〇〇jp
〇〇〇＠〇〇.〇〇jp

教育委員会
学校

〇〇〇＠〇〇.〇〇jp
〇〇〇＠〇〇.〇〇jp
〇〇〇＠〇〇.〇〇jp
〇〇〇＠〇〇.〇〇jp学校





OS ログイン⽅法 アカウント管理
利⽤するソフトウェア・クラウドサービス

デスクトップ版Office オンライン版
Office G Suite

Keynote
Numbers

Pages

Microsoft 
Windows10 Pro

ローカルアカウント 導⼊時に業者に設定し
てもらうのが⼀般的 有償 〇 〇 〇

Microsoftアカウント
Microsoft Intune+
Azure ADによりアカウン
トを作成

有償 ◎
ログイン不要 〇 〇

Google Chrome OS

ゲストモード
（ログインなし） なし Androidアプリ

有償で編集可 〇 〇 〇
Googleアカウント eG Class等のツールによ

りアカウントを作成
Androidアプリ
有償で編集可 〇 ◎ 〇

iPad OS (１⼈１台) 不要
（個⼈⽤Apple ID） 個⼈ 有償で編集可 〇 〇 ◎

iPad OS (共有iPad)
管理対象 Apple ID
（個⼈・共⽤いずれも

可）

Apple School 
Manager により管理対
象AppleIDを作成

有償で編集可 〇 〇 ◎



学習活動⽤クラウドサービス

全県⽴⾼校と全県⽴中等教育学校の全教職員・全⽣徒に
Googleアカウント配付（約14万⼈）

主体的・対話的で深い学びを充実させるためにG Suiteを導⼊



登録アカウントの推移



ユーザー管理⽤ツール



ユーザー管理⽤ツール



ユーザー管理⽤ツール



ユーザー管理⽤ツール



ユーザー管理⽤ツール
eGclass



ユーザー管理⽤ツール



@gl.pen‐kanagawa.ed.jp

001 〇〇高等学校

002△△高等学校

003☆☆高等学校

職員

生徒

２０１８

２０１９

２０２０

１－１

１－２

１－３生徒

２０１８

２－８

２０１９

ドメイン構成

２０２０



@gl.pen‐kanagawa.ed.jp

001 〇〇高等学校

002△△高等学校

003☆☆高等学校

ドメイン構成

学校組織間の作業は教育委員会で。
・（主に）職員異動

〇特別支援学校も本年度から管理下に。



@gl.pen‐kanagawa.ed.jp
001 〇〇高等学校

職 員

アカウント構成

※異動のない職員は、学校で適宜ルールを決め作成
職員に入れるかは、学校の判断

この組織に属するメンバー

・アカウントは、校務用アカウントに準じて（県内で一意）

・classroomの【教師】になれる。
・さまざまな権限許可の際に、この組織を指定。



@gl.pen‐kanagawa.ed.jp
001 〇〇高等学校

職 員

アカウント構成

例）
【校務用】 hashimoto@pen‐kanagawa.ed.jp
【G suite 】 hashimoto@gl.pen‐kanagawa.ed.jp

※基本的に＠より前は共通 【管理が楽】



@gl.pen‐kanagawa.ed.jp

生 徒

２０２０ 【001】【2020△△△△】【◇◇◇】

学校番号＋年度を含んだ８桁＋任意文字列３文字

アカウント構成

【課題】
アカウントが長くなる。【生徒が覚えられない】
表示氏名は、基本的に漢字氏名
★ 姓：生徒証番号 名：クラス連番等

classroomでの並べ替えが思い通りにできる。



ユーザー管理⽤ツール
ユーザー区分 権限範囲 備 考

特権管理者
ドメイン内の組織作成
組織間のユーザ移動

保守業者、教育委員会が
運用

学校管理者
学校内の組織作成・移動
ユーザー等一括作成
（classroom含む）

各校で運用・管理

一般ユーザー Ｇ suiteの利用のみ 教師、生徒以外

教師 ユーザー等個別作成
（classroom含む）

Classroomの作成
生徒、教師パスワードのリセット

生徒 Ｇ suiteの利用のみ



ユーザー管理⽤ツール
ユーザー区分 権限範囲 備 考

特権管理者
ドメイン内の組織作成
組織間のユーザ移動

保守業者、教育委員会が
運用

・年度当初 職員異動・新規採用者データの作成

総務室ICT推進Gからデータ受領（校務用Office365用）
（一部、上記対応外のデータを、都度作成・移動）

※およそ15,000件程度３日はかからない。（ほぼ１人で対応）



ユーザー管理⽤ツール
ユーザー区分 権限範囲 備 考

学校管理者
学校内の組織作成・移動
ユーザー等一括作成
（classroom含む）

各校で運用・管理

・年度当初 新入生・クラス替等の対応

入学年度毎のクラスを作成（グループ）
クラス替えによる生徒ユーザ所属組織の変更（対応表作成）
クラスルームの作成（校務支援システム等から流用）



ユーザー管理⽤ツール
機能 概要

メーリングリスト（ML，
グループ）の自動作成

組織の作成と同時

組織に対応したグループを生成

MLへのユーザー登録
（GUIからも可）

組織へのユーザー作成・登録と同時

グループメンバーへ自動的に登録

classroomへの生徒登録
（教師も可）

生徒は個別に【承認】する必要が
ない



ユーザー管理について



ユーザー管理⽤ツール



成果と課題
・学校の負担軽減 教育委員会との役割分担
・学校の裁量でのアカウントの発⾏・管理

成
果

課
題

・持続可能な管理体制の構築
〇教育局内での役割分担
〇学校管理者の育成



ユーザー管理⽤ツール（今後の展望）

ログ取得ツールのキャプチャ画像
９/24 作成予定

※端末利用時間３０分 ＝１０分×３人 ＝３０分×１人 どちらがより活用されている？

※１台の端末に対し、ユーザー毎に、利用時間のログを収集


